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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　伸縮性を呈する筒状の編体から成り、肘部又は膝部に着用して肘又は膝を保温等する肘
・膝保護サポータにおいて、
　該保護サポータを肘部又は膝部に着用したとき、肘又は膝に当接する前記保護サポータ
の内側面に、伸縮性を呈する非透水性樹脂シートが布帛の一面側に形成されて成る複合布
帛が、接着剤によって散点状に接合され、
　且つ前記複合布帛が着用時以上に伸張された伸張状態の前記筒状の編体に接合されてお
り、前記筒状の編体の伸張状態を解除したとき、前記複合布帛が接合されている保護サポ
ータの部分が、前記複合布帛が接合されていない部分よりも伸長状態で接合されているこ
とを特徴とする肘・膝保護サポータ。
【請求項２】
　接着剤がホットメルト樹脂であって、非透水性樹脂シートが前記ホットメルト樹脂の熱
溶融温度に対して耐熱性を有する請求項１記載の肘・膝保護サポータ。
【請求項３】
　ホットメルト樹脂が、粒状のホットメルト樹脂である請求項２記載の肘・膝保護サポー
タ。
【請求項４】
　複合布帛の非透水性樹脂シートが保護サポータの編体側となるように、前記複合布帛が
接合されている請求項１～３のいずれか一項記載の肘・膝保護サポータ。



(2) JP 4105286 B2 2008.6.25

10

20

30

40

50

【請求項５】
　非透水性樹脂シートが、ポリウレタン樹脂シートである請求項１～４のいずれか一項記
載の肘・膝保護サポータ。
【請求項６】
　伸縮性を呈する筒状の編体から成り、足首部に着用して踵部を保護する踵保護サポータ
において、
　該踵保護サポータを足首部に着用したとき、踵部に当接する前記保護サポータの内側面
に、伸縮性を呈する非透水性樹脂シートが布帛の一面側に形成されて成る複合布帛が、接
着剤によって散点状に接合され、
　且つ前記複合布帛が着用時以上に伸張された伸張状態の前記筒状の編体に接合されてお
り、前記筒状の編体の伸張状態を解除したとき、前記複合布帛が接合されている保護サポ
ータの部分が、前記複合布帛が接合されていない部分よりも伸長状態で接合されているこ
とを特徴とする踵保護サポータ。
【請求項７】
　接着剤がホットメルト樹脂であって、非透水性樹脂シートが前記ホットメルト樹脂の熱
溶融温度に対して耐熱性を有する請求項６記載の踵保護サポータ。
【請求項８】
　ホットメルト樹脂が、粒状のホットメルト樹脂である請求項７記載の踵保護サポータ。
【請求項９】
　複合布帛の非透水性樹脂シートが保護サポータの編体側となるように、前記複合布帛が
接合されている請求項７～８のいずれか一項記載の踵保護サポータ。
【請求項１０】
　非透水性樹脂シートが、ポリウレタン樹脂シートである請求項６～９のいずれか一項記
載の踵保護サポータ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は肘・膝保護サポータ及び踵保護サポータに関し、更に詳細には伸縮性を呈する筒
状の編体から成り、肘部又は膝部に着用して肘又は膝を保温等する肘・膝保護サポータ、
及び伸縮性を呈する筒状の編体から成り、足首部に着用して踵部を保護する踵保護サポー
タに関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、関節炎やリュウマチ炎等の炎症の痛みを緩和すべく、肘用又は膝用の保護サポータ
を着用して肘や膝を保温等することがある。また、踵部の荒れを防止すべく、踵部に踵用
の保護サポータを着用することもある。
かかる保護サポータは、図４に示す如く、主として伸縮性を呈する編体から成る筒状部１
００によって形成されており、筒状部１００の両端部の各々にゴム状部１０２、１０２が
形成されている。このゴム状部１０２、１０２により、肘等の関節部に着用した保護サポ
ータが関節部から外れ難くしている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
図４に示す保護サポータを肘や膝に着用することによって、肘や膝を保護サポータで局部
的に覆うことができ、肘や膝を保温できる。また、図４に示す保護サポータを足首部に着
用することによって、踵部を保護サポータで覆うことができ、踵部を乾燥等から保護して
荒れを防止できる。
ところで、図４に示す従来の保護サポータは、筒状部１００の厚さによって肘等を保温し
ているため、ある程度の厚さを必要とする。
しかし、夏等の暑い季節では、筒状部１００の厚さを薄くした保護サポータを着用したい
が、筒状部１００が薄い保護サポータでは、クーラ等で冷却された室内では肘等を充分に
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保温できない。また、足首部に保護サポータを着用した状態で靴下を履き、靴を履くこと
は極めて困難である。
【０００４】
本発明者は、筒状部１００を薄くしても肘等を充分に保温し得る保護サポータとして、図
５に示す保護サポータを試みた。図５に示す保護サポータは、肘等に当接する筒状部１０
０の内側部に、図６に示す様に、非透水性樹脂シート１０４の全面を接着シート１０６を
用いて接着したものである。
この保護サポータは、筒状部１００を薄くしても肘等の保温を充分に行うことができる。
しかしながら、図５に示す保護サポータを着用した肘等を屈伸すると、肘等に強い圧迫感
が感じられ着用感は良くなかった。また、この保護サポータを足首部に着用したときも、
同様に足首部の屈伸によって強い圧迫感が感じられると共に、踵部に当接する非透水性樹
脂シート１０４が破れ易いことも判明した。
そこで、本発明の第１の課題は、筒状部を薄くしても肘や膝を充分に保温することができ
、着用感が良好な肘・膝保護サポータを提供することにある。
また、本発明の第２の課題は、筒状部を薄くしても踵部を充分に保護することができ、着
用感が良好で且つ丈夫な踵保護サポータを提供することにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
本発明者は、前記課題を解決すべく、先ず、図５に示す非透水性樹脂シート１０４として
、ポリウレタン樹脂シート等の伸縮性を呈する非透水性樹脂シートを用いたところ、保護
サポータの圧迫感は改善されたものの、依然として圧迫感が感じられると共に、非透水性
樹脂シート独特のぬめり感も感じられて着用感の改善幅は小さかった。
次に、本発明者は、肘等が当接する内側面に、ポリウレタン樹脂シートが布帛の一面側に
形成された複合布帛を、ホットメルト樹脂によって散点状に接合した保護サポータによれ
ば、保護サポータを着用した肘等を屈伸した際の圧迫感を可及的に少なくでき、且つポリ
ウレタン樹脂シートの独特のぬめり感も感じられず、保護サポータの着用感を著しく改善
できることを知り、本発明に到達した。
【０００６】
　すなわち、本発明は、伸縮性を呈する筒状の編体から成り、肘部又は膝部に着用して肘
又は膝を保温等する肘・膝保護サポータにおいて、該保護サポータを肘部又は膝部に着用
したとき、肘又は膝に当接する前記保護サポータの内側面に、伸縮性を呈する非透水性樹
脂シートが布帛の一面側に形成されて成る複合布帛が、接着剤によって散点状に接合され
、且つ前記複合布帛が着用時以上に伸張された伸張状態の前記筒状の編体に接合されてお
り、前記筒状の編体の伸張状態を解除したとき、前記複合布帛が接合されている保護サポ
ータの部分が、前記複合布帛が接合されていない部分よりも伸長状態で接合されているこ
とを特徴とする肘・膝保護サポータにある。
【０００７】
　また、本発明は、伸縮性を呈する筒状の編体から成り、足首部に着用して踵部を保護す
る踵保護サポータにおいて、該踵保護サポータを足首部に着用したとき、踵部に当接する
前記保護サポータの内側面に、伸縮性を呈する非透水性樹脂シートが布帛の一面側に形成
されて成る複合布帛が、接着剤によって散点状に接合され、且つ前記複合布帛が着用時以
上に伸張された伸張状態の前記筒状の編体に接合されており、前記筒状の編体の伸張状態
を解除したとき、前記複合布帛が接合されている保護サポータの部分が、前記複合布帛が
接合されていない部分よりも伸長状態で接合されていることを特徴とする踵保護サポータ
でもある。
　これらの本発明において、接着剤としてホットメルト樹脂を用い、且つ非透水性樹脂シ
ートとしてホットメルト樹脂の熱溶融温度に対して耐熱性を有するものを用いることによ
って、複合布帛と保護サポータの編体との接合を強固に行うことができる。かかるホット
メルト樹脂として、粒状のホットメルト樹脂を用いることにより、複合布帛と保護サポー
タとを容易に散点状に接合できる。
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【０００８】
本発明に係る保護サポータによれば、肘等が当接する内側面に、伸縮性を呈する非透水性
樹脂シートが布帛の一面側に形成されて成る複合布帛が接合されているため、肘等の通気
を遮断して保温することができる。
しかも、複合布帛は保護サポータの編体に、接着剤によって散点状に接合されているため
、接合点間においては、複合布帛と編体とが単独で伸縮できる。このため、保護サポータ
を着用した肘等を屈伸した際に、複合布帛と編体とに生じる伸縮差を吸収でき、保護サポ
ータによる圧迫感を減少できる。
また、複合布帛が接合されている保護サポータの部分を、この複合布帛が接合されていな
い部分よりも伸長状態で接合することによって、保護サポータの伸縮特性を向上でき着用
感を更に向上できる。
更に、複合布帛の非透水性樹脂シートが保護サポータの編体側となるように、複合布帛を
接合することによって、非透水性樹脂シート独特のぬめり感を防止でき、保護サポータの
着用感を更に向上できる。
【０００９】
【発明の実施の形態】
本発明に係る肘・膝用保護サポータを図１に示す。図１に示す保護サポータは、ナイロン
６６等の合成繊維から成る糸を用いて編み立てたものであり、伸縮性を呈する編体から成
る筒状部１０よって主として形成されている。この筒状部１０の両端部の各々にゴム状部
１２、１２が形成されている。
かかる保護サポータの肘又は膝が当接する内側面には、長形の複合布帛１４が接合されて
いる。この複合布帛１４は、非透水性樹脂シート１６が布帛１８の一面側に形成されてお
り、布帛１８はポリエステル等の合成繊維から成る糸を使用して天竺編み等の編体から成
るものである。布帛１８は筒状部１０を形成する糸と同一材料から成る糸で編み立てても
よい。
【００１０】
かかる布帛１８の一面側に形成された非透水性樹脂シート１６としては、伸縮性を呈する
非透水性シートであればよいが、ポリウレタン樹脂シートを好適に用いることができる。
このポリウレタン樹脂シートが布帛１８の一面側に形成された複合布帛１４は、市販され
ているものを使用できるが、熱硬化性のポリウレタン樹脂を布帛１８の一面側に塗布しつ
つ加熱して架橋させることによって成形できる。また、布帛１８の一面側にポリウレタン
樹脂シートを接着してもよい。
この様にして形成されたポリウレタン樹脂シートは弾性を有するため、布帛１８の伸縮に
対して容易に追従できる。
【００１１】
かかる複合布帛１４は、肘又は膝が当接する筒状部１０の内側面に、図２に示す様に、非
透水性樹脂シート１６を筒状部１０の編体側として接合する。得られた複合布帛１４を接
合した保護サポータを着用した際に、独特のぬめり感を呈する非透水性樹脂シート１６が
肘等に接触することがなく、保護サポータの着用感を向上できる。
また、複合布帛１４と筒状部１０の編体とは、接着剤２０、２０・・によって散点状に接
合されている。このため、複合布帛１４と筒状部１０との接合点間においては、複合布帛
１４と筒状部１０の編体とは単独で伸縮できる。その結果、保護サポータを着用した肘等
を屈伸した際に、複合布帛と編体とに生じる伸縮差を吸収でき、保護サポータによる圧迫
感を減少できる。
この点、図６に示す如く、複合布帛１４の全面を接着シートを用いて接合すると、複合布
帛１４と筒状部１０の編体とは単独で伸縮できず、複合布帛１４又は筒状部１０の編体は
、他方の伸縮を規制するため、保護サポータを肘等に着用して肘等を伸縮した際には、強
い圧迫感を感じることがある。
尚、複合布帛１４の周縁部のみを接着シートによって筒状部１０に接合することによって
、複合布帛１４と筒状部１０の編体とは接合部間において、単独で伸縮可能にできるが、
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洗濯耐久性等の耐久性が低下するおそれがある。
【００１２】
複合布帛１４と筒状部１０の編体とを接合する接着剤２０としては、ホットメルト樹脂を
好適に用いることができる。溶融されたホットメルト樹脂の一部は、筒状部１０の編体の
編目等に入り込み冷却されてアンカー部となり、複合布帛１４と筒状部１０の編体とを強
固に接合できる。
かかるホットメルト樹脂としては、非透水性樹脂シート１６を形成するポリウレタン樹脂
等の樹脂の熱分解温度未満で溶融して接合し得るものであれば、市販されているものを使
用できる。好適には、ポリスチレン系ホットメルト樹脂、アルコキシメチル化ナイロン系
ホットメルト樹脂等を使用できる。特に、粒状のホットメルト樹脂、具体的には平均粒径
が３００～５００μｍの粒状のホットメルト樹脂が好ましい。
【００１３】
かかる粒状のホットメルト樹脂による複合布帛１４の接合は、予め複合布帛１４の一面側
に形成したポリウレタン樹脂シートから成る非透水性樹脂シート１６上に、粒状のホット
メルト樹脂を散布した後、短時間の加熱によって粒状のホットメルト樹脂を非透水性樹脂
シート１６上に散点状に接合して複合布帛１４を形成する。
次いで、複合布帛１４に散点状に接合した粒状のホットメルト樹脂を、保護サポータの筒
状部１０の編体に圧着した状態で加熱溶融し、複合布帛１４と筒状部１０の編体とを接合
する。
その際に、複合布帛１４の位置決めをした後、複合布帛１４側又は筒状部１０の編体側か
ら加熱して粒状のホットメルト樹脂を溶融する。溶融されたホットメルト樹脂は、複合布
帛１４と筒状部１０の編体とを接合すると共に、溶融されたホットメルト樹脂の一部は、
筒状部１０の編体中に進入して冷却されてアンカー部となるため、複合布帛１４と筒状部
１０の編体とを強固に接合する。
この様に、ホットメルト樹脂によって複合布帛１４と筒状部１０の編体とは強固に接合さ
れるため、保護サポータの着用感を更に向上すべく、複合布帛１４の周縁部のみを、ホッ
トメルト樹脂によって散点状に接合してもよい。
【００１４】
図１及び図２に示す肘・膝用保護サポータは、筒状部１０の内側面に、複合布帛１５を接
着剤２０、２０・・によって散点状に接合しているため、両者の接合間において、複合布
帛１４と筒状部１０の編体とは単独で伸縮可能である。
しかしながら、複合布帛１４と筒状部１０の編体とは、接着剤２０、２０・・で接合され
ているため、両者の伸縮はある程度規制される。
ところで、通常、保護サポータでは、筒状部１０の編体の伸縮程度が、複合布帛１４より
も大きい。このため、複合布帛１４に接合された筒状部１０の編体部分は、複合布帛１４
に規制され、保護サポータ全体の伸縮に影響を与えることがある。特に、足首部に着用し
て踵部を保護する踵保護サポータでは、肘用や膝用の保護サポータよりも伸縮性が要求さ
れる。
【００１５】
この様に、保護サポータに大きな伸縮性が要求される場合は、図３に示す様に、複合布帛
１４が接合されている筒状部１０の編体部分Ａを、複合布帛１４が接合されていない編体
部分Ｂよりも伸長状態で接合することによって、保護サポータの伸縮性を向上できる。
つまり、保護サポータを伸長する際に、複合布帛１４が接合されている筒状部１０の編体
部分Ａと、複合布帛１４が接合されていない編体部分Ｂとを同時に伸長するに要する力は
、編体部分Ｂのみを伸長に要する力よりも大きい。従って、予め編体部分Ａを編体部分Ｂ
よりも伸長状態として複合布帛１４に接合しておくことによって、編体部分Ｂのみを伸長
して保護サポータを伸長できるため、保護サポータを容易に伸長できる。
この様に、伸長が容易な保護サポータは、肘用や膝用の保護サポータよりも伸縮性が要求
される踵保護サポータに好適である。
勿論、肘用又は膝用に用いられる保護サポータにも、図３に示す構造を採用でき、保護サ
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ポータを着用した肘又は膝の屈伸を容易とすることができる。
【００１６】
図３に示す構造を具備する保護サポータの製造は、先ず、筒状部１０の編体を着用時に伸
長される以上に伸長した後、粒状のホットメルト樹脂を非透水性樹脂シート１６上に散点
状に接合した複合布帛１４を、伸長した状態の編体部分Ａに接合する。この接合は、複合
布帛１４の位置決めをした後、複合布帛１４側又は筒状部１０の編体側から加熱して粒状
のホットメルト樹脂を溶融し、複合布帛１４と編体部分Ａとを散点状に接合する。
その後、筒状部１０の伸長状態を解除しても、複合布帛１４が接合されている筒状部１０
の編体部分Ａを、複合布帛１４が接合されていない編体部分Ｂよりも伸長状態とすること
ができる。
【００１７】
図１～図３に示す保護サポータによれば、ポリウレタン樹脂シートから成る非透水性樹脂
シートが通気を遮断するため、筒状部１０の編体の厚さを薄くしても肘や膝を保温する保
温効果を奏する。また、足首部に着用して踵保護サポータとして使用すると、ポリウレタ
ン樹脂シートから成る非透水性樹脂シートが、通気を遮断して踵部の角質化を防止できる
。
また、複合布帛１４と筒状部１０の編体とは、接着剤２０、２０・・によって散点状に接
合されている。このため、複合布帛１４と筒状部１０との接合点間においては、複合布帛
１４と筒状部１０の編体とは単独で伸縮できる。その結果、保護サポータを着用した肘等
を屈伸した際に、複合布帛と編体とに生じる伸縮差を吸収でき、保護サポータによる圧迫
感を減少できると共に、筒状部１０の編体に無理な力が作用しないため、複合布帛１４が
接合されている筒状部１０の編体部分の損傷を防止できる。
更に、複合布帛１４が接合されている筒状部１０の編体部分Ａを、複合布帛１４が接合さ
れていない編体部分Ｂよりも伸長状態で接合することによって、保護サポータの伸縮性を
向上でき、保護サポータを着用した肘等の関節の屈伸を容易とすることができる。この要
に、伸縮性が向上された保護サポータは、足首部に着用する踵保護サポータに最適である
。
【００１８】
【発明の効果】
本発明に係る肘・膝用保護サポータによれば、筒状部の編体の厚さを薄くしても肘や膝の
保温を充分に行うことができ、着用して肘等の関節を容易に屈伸できる。このため、夏等
の暑い季節でも着用できる。
また、本発明に係る踵保護サポータによれば、筒状部の編体の厚さを薄くしても踵部の通
気を充分に遮断でき、踵保護サポータを着用して靴下及び靴を履くことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る肘・膝用保護サポータに係る斜視図である。
【図２】図１に示す保護サポータの部分断面図である。
【図３】図１に示す保護サポータの部分断面図である。
【図４】従来の肘・膝用保護サポータに係る斜視図である。
【図５】従来の肘・膝用保護サポータの改良に係る斜視図である。
【図６】図５に示す保護サポータの部分断面図である。
【符号の説明】
１０　筒状部
１２　ゴム状部
１４　複合布帛
１６　非透水性樹脂シート
１８　布帛
２０　接着剤
Ａ　複合布帛が接合されている筒状部の編体部分
Ｂ　複合布帛が接合されていない筒状部の編体部分
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